
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 10回 理事会  

日 時 令和 3年 2月 12日  18:00～21:15 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事事務所：小無田彰仁、大石勝規、 

リモート：大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、重松康志、永木照彦、浦川純二、     

志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、田中拓郎、飯野朋彦、池田章子 

監事事務所：平野英三 

リモート：柿田謙三、大木田治夫 

書記：大月雅之 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

その他：岡 一（規約審議委員会委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １） 「NPTA規程整備」の件について 
  名誉会員規程を作成。推薦基準について、会員歴 40年以上で 2期以上の役員経験を以て対象とする

が、判断は理事会による。顧問および相談役について、会長に 2 期、副会長に 3 期を以て対象とし、
あとは理事会判断。協賛・後援規程について、受託の可否は理事で承認、協会が依頼する場合も理事
会に議案書を出して理事会の承認を申請する形。広告規程について、現状に即して変更。修正点を修
正後、3月の理事会で承認を得てから規程集の形で整える。本議案の審議は持ち越しとなった。 

２）令和 3年度 新卒者オリエンテーション開催について 
4月 14、15日、オンラインで開催予定。去年よりは開始時間を 30分遅らせている。審議の結果、提
案通り可決された。 

３）令和 2年度 学術研修大会について 
   3月 6日、7日に学術大会を予定。講師は決まり、座長は各理事が担当することになった。(資料参照) 
   審議の結果、提案通り可決された。 
４）推進リーダー制度(地域包括ケア/介護予防)の会員申請状況(令和 3年 2月 5日までの申請分)につい

て 
2 月 5 日までの申請分で 6 名。No.4 については要件不足のため連絡。その他 5 名についての審議。審
議の結果、提案通り可決された。 

５）災害リハ推進委員会の補正予算のお願いについて 
災害等あり、マニュアル作成の検討会議が予想より増え、予算を超過したため補正予算をいただきた
い。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）長崎市介護認定審査会委員選定の件について 
   公募の結果、現任の先生方からエントリーあり。新規の応募はなし。現任者が継続する形とな

る。審議の結果、提案通り可決された。 
７）長崎県理学療法士協会 50周年記念式典・祝賀会開催について 

     会場は、ホテルニュー長崎とクラウンプラザホテルを候補とし調整中。ホテルニュー長崎は、2022 年
3月 5日が仮予約可能。クラウンプラザホテルは、2021年の 7月 3日、31日であれば可能。本議案に
ついては組織運営検討委員会で協議後、3月の理事会で再審議することとなった。 

８）新入会承認について 
   入会 0名、休会 41名、退会 17名、復会 3名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
  １）令和 3年度 事業予算について 
   前回からの変更点として、ソフトボールはテントの購入が追加で 11万円増額。理学療法講習会は 45万

から 93 万に増額。糖尿病対策事業は研修会を企画し 15 万円。災害リハ研修は開催する方向で検討。
サッカーは上着 5着購入で 5万円増額予定だが再見積もりし、3月に決定。管理費の災害リハ推進委員
会は 15 万円に。事務局の方、公用車とタブレットのレンタル代を加えて 100 万円ほど増額。全体的に
140万円程増額。その他、ハラスメント研修会を労働環境委員会企画で開催する方向とする。 

２）令和 3年度 事業計画について 
   3月の理事会で予算と一緒に承認予定。 
 ３）ぴーかんてらす 12号会員特別版発刊について 

1 月 29 日にぴーかんてらすの会員特別版を発刊。費用は 192,720 円。高校用特別版と公共施設用特別
版を 3月に発刊予定。次年度は通常通り 2刊発刊予定。 

 ４）都道府県理学療法士会生涯学習担当者意見交換会出席について 
生涯学習担当者会議が 2月 3日 19:00～20:10で開催された。内容は新生涯学習システムの概略説明と
イメージの共有、認定・専門理学療法士の位置づけの説明など。2021 年度の入会者に限り、e-ラーニ



ングの受講が無料となる。新制度下での地区レベル研修会も登録理学療法士がいれば認める方向で、
症例発表会も登録理学療法士が座長として入っていれば問題ないとのこと。運用面のマニュアルは
JPTA が作成中とのこと。推進リーダー研修と管理者研修は認定・専門制度から独立した形となる。今
後報告、ヒアリングを予定するとのこと。 

 ５）令和 2年度 第 2回長崎県臨床実習指導者講習会(中止)について 
コロナ禍により第 2回長崎県臨床実習指導者講習会は中止となった。 

 ６）九州ブロック臨床実習関係担当者会議報告について 
1 月 25 日に開催。各県の状況、苦慮している点などを共有。Web 開催は不可となっているが、福岡な
どは Web も考慮しているとのこと。鹿児島は島嶼部で開催し、今まで講習会を受けられなかった人た
ちがまとめて受講できたということ。長崎でも島嶼部や小規模の開催も要検討。 

 ７）JPTAスポーツ理学療法運営担当者会議出席について 
   1 月 23 日に開催。スポーツ理学療法や障害スポーツへの関与について意見交換した形。またオリンピ

ック、パラリンピックに向けた研修会のブラッシュアップ版と、JPTA がオンラインで見られる形の動
画コンテンツを準備しているとのこと。オリンピック・パラリンピックの資料は県士会内の主要なメ
ンバーで情報を共有してもいいということ。メディカルサポートマニュアルに取り入れることも検討
中。 

 ８）令和 2 年度 地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度「地域ケア会議推進リーダー」導入研
修会について 
2 月 6 日にオンラインで開催。参加者 41 名。基本的には協会から依頼されたプログラムを運用。比較
的参加者多く、島嶼部の方が多かった印象。 

 ９）令和 2 年度 地域包括ケアシステムに関する推進リーダー制度「介護予防推進リーダー」導入研修会
について 

   1月 23日に開催。参加者は 33名。 
 １０）令和 2年度 医療保険部 診療報酬研修会報告について 
    標記研修会 2月 3日にオンラインで開催。スタッフ 6名、参加 62名。講師は JPTA戸塚先生。決算

は資料の通り。資料のダウンロードが当日できず、メールで送った。技術的な問題。講師の都合で
60分の研修となった。 

 １１）長崎県高等学校新人体育大会 メディカルサポート活動について 
    参加者 3 名。予算 57,000 円、支出 29,216 円。感染予防策に留意し行った。目立たない服装を求め

られ、気温の低い中でのサポートになるため長崎県理学療法士協会のロゴを入れたアウターの準備
を検討中。また、会として感染の専門家の指導を仰ぐこと、PCRを受けてからの参加も検討中。 

 １２）九州理学療法士学術大会 from SASEBO,長崎について    
    Web 開催で決定。講師はライブ中継での講演で許可が取れた先生のみオンデマンド配信。参加者か

らの質疑応答は ZOOMのQ&Aを予定。口述発表はすべて ZOOMで録画し、ファイル形式にしてオ
ンデマンド配信を予定。オンデマンドは学会前の１週間を目処に配信予定で、実践できるかどうか
の検討を重ねていく。学会で機器展示はせず、宣伝動画の依頼を行う予定。長崎の 3 養成校にはバ
ナー広告を依頼。参加費は九州ブロックの会員 3,000円、その他は調整中。完成したところまでのホ
ームページをアップし、SNSとリンクさせて更新の際は案内する。  

（３）その他報告事項 
 １）令和 3年度 定時総会について 

令和 3 年度の総会は 6月 6 日を予定、会場未定。開催形式 4 案提出。1、書面議決のみ。これは全会員
からの賛成が必要。2、通常形式。難しいか。3、ハイブリット参加型で、参加者は議決権なし。4、ハ
イブリッド出席型は参加者にも議決権がある形。会場、形式はコロナの状況を見て決定していく。 

 ２）長崎県理学療法士連盟年会費について 
連盟の年会費について現在までに 7 名振込あり、令和 3 年の会員は 7 名。どうやって集めていくか、
情報収集していく。 

 ３）学校保健特別支援教育担当者会議について 
標記会議について、重松理事と浦川理事が参加予定。 

 ４）五島市地域ケア会議参加者について 
五島市のケア会議で五島市が人選する中で研修要件不足者が 1 名あり。地区部長から取り下げる旨、
要望を出したところ、五島市は広域リハから人選をし、市が個別に部長に連絡をしたということだっ
た。今後、五島市からは広域と地区部長へ公文書を出してもらい、2 者で協議し推薦する形を検討。前
提として研修を受けること、会員になることが必要ということは伝える必要あり。 

 ５）コロナ禍による医療体制について 
コロナにより医師、看護師が逼迫し、JPTA のホームページに PT が病院を支援する実例集がある。今
後、専門職として受容するかという問題はあるが、求められた支援を行うために、実例集や動画の存
在は知るべき。 

- 


